























































































































































〔実験リ A(l)を200mlの容器B(1),B(2）に移し は、容器の小さいほうの C(l),C(2）が多いと判断
かえる。 している。この時、水面はC(1),C（ののほうが高
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は、場面が変わろうとも水面が高いほうが水は多 ｛数の発達心理学j 遠山種 開土社（1962) 
いし、容器の数が多いほうが水は多い。現段階で ｛援の発達心理学J 遠山啓 隠土社（1962) 
【実験7〕B(I）をD(l),D(2）に移しかえる。
［目的J比べる容器の数が 2個と3錨では、保存は
できるのか。
［考えられる着線点］容怒の数、容器の大きさ、どー
ズ、の潟さ
《考察》あまりビーズが入っていないからビーズ
の量は同じと答えている。量を判断するときに、
5つの容器の潟さを比べていた。 5つのビーズの
高さはほぼ同じである。つまり、高さが同じなの
でビーズの量は同じと判断したと考えられる。よっ
て、容器の大きさや容器の数に着目していないこ
とがわかる。
料判明則）
は他の着綬点というのは考えられないようである。
不連続：援の保存の実験でも、ビーズの；震を判断
するのはどーズの高さ、つまり、容器をたくさん
満たしているかどうかである。また、ビーズの数
を数えるということは、保存への手がかりとなる
作業になっている幼児もいれば、数を数えるとい
う作業とビーズの量を判断するというのは、別な
ものになっている幼児もいる。つまり、ビーズの
数を数え問じ数だけあると、どーズの震は同じと
いうことが完全に理解できている幼児と、それが
まだ不十分で徹底されておらず、頭の中で矛盾を
感じ戸惑っている幼児も見られた。
連続最と不連続量の保存の実験結果を見ると、
連続量では保存ができている幼児lまi人もいない。
不連続量では全ての実験で保存ができている幼児
は1人いた。また、数を数えるという作業がある
と、ビーズの高さ、容器の満たされ方が違っても、
保存ができるという幼児も4人いた。不連続最の
ほうが連続量に比べ保存ができやすいとも言える
のではないだろうか。その理由として、初めにビー
ズの数を数えたということがあるからだと考えら
れる。連続蚤では、視覚だけで水の蚤は同じと判
断したが、不連続最では視覚に加え、数えるとい
う操作でビーズの量を同じと判断したからだと思
われる。
4-2今後に残された課題
本研究では、 6人の幼児にしか調査を行ってい
ないので、もっとたくさんの幼児に調査を行うこ
とで、他の実験結果をでてくると考えられる。ま
た、本研究は年長児を対象としたので他に、年中
児・年少児・小学校低学年などと対象を変えるこ
とで、本研究とは違った考察ができると怒われる。
小学校低学年における数・最領域のなかで、小学
校低学年を対象とした実験を行うことで．その実
験結果を参考に指導法を考えることも必要である
